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第 76 回山口県医謡大会
と　き　平成 30 年 7 月 1 日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　  ところ　野瀬能舞台（山口市）
[ 報告 : 防府医師会　黒田　　豊 ]

　標記のごとく第 76 回山口県医謡大会を開催し

ました。体調の問題もあり年々参加者が少なくな

りましたが、今回は鼓も加わり内容の濃いものと

なりました。借用しました野瀬能舞台は新築の日

も浅く白木造りの鏡板、舞台が美しく、会全体が

引き締まったものとなりました。白木の持つ清々

しく神々しい空間の中で、黒の紋付袴、白足袋に

身を包み、能舞台に端座し姿勢を正しくす

ると時空を超えた世界にワープするような

気がします。そこで白紙に一点の墨を置く

ように謡い、舞い始めると、えも言われぬ

世界に入ります。和歌、源氏や平家あるい

は伊勢物語などの世界に浸り、ひと時を遊

びます。そして、謡い終わると残心が余韻

を引き、無の時空へ decrescendo します。

　私見ですが、この残心こそが命で、終わ

りに洋式の拍手喝采はその場を台無しにし

てしまうようで感心しません。無の世界で

夢幻の世界に遊び、静かに無の世界に戻る。能に

は日本人の美意識の原点があるように思います。

県医師会の皆さまの中で、この様な体験をしてみ

たいと思われる方がおられましたら、是非とも参

加してみてください。

　秋風や白木の弓に弦張らむ　去来

番

　

組

　

表



平成 30年 9月 山口県医師会報 第1897 号

819



平成 30年 9月 山口県医師会報 第1897 号

820

１　 平 成 30 年 7 月 豪 雨 に よ る 被 災 状 況 及 び
JMAT 派遣について（7 月 18 日現在）
　西日本を襲った標記豪雨は、「特定非常災害」

に指定され、山口県内においても死者 3 人、路

肩崩落による道路の通行止め、住宅の損壊・床上

及び床下浸水、停電、断水等大きな被害をもたら

した。現状把握できているところでは、県内医療

機関において、床上浸水：光市（1 機関）、岩国

市（2 機関）、床下浸水：光市（2 機関）、敷地内

土砂崩れ（1 機関）等であった。県内 DMAT は

8 日に広島県からの要請を受け、8 病院が派遣さ

れた。JMAT の派遣については、12 日に日医か

ら全都道府県医師会宛に派遣依頼が行われたこと

から、本会においても県内医療機関に要請を行っ

た。なお、全国から多数の登録があり、13 日夕

刻の登録分で対応可能と判断されたたことから登

録は一旦中止され、本会からの派遣はなかった。

２　平成 30 年 7 月豪雨による被災医療機関等に
対する支援について
　日本医師会より標記について協力要請があった

ことから、本会として支援すること及び郡市医師

会、各会員に対しても協力要請をすることが決定

した。

３　平成 30 年度認知症サポート医養成研修受講
者の推薦について
　山口県長寿社会課長より、11 月 17 日（土）～

18 日（日）に福岡県において開催される標記研

修の受講者の推薦依頼があり、5 名の受講者を推

薦することが決定した。

４　第 31 回全国有床診療所連絡協議会総会「山
口大会」について
　標記協議会の来賓等の日程が確定したことか

ら、役職員の分担等を決定した。

５　母体保護法指定医師の指定基準及び細則の一
部改正について
　日本医師会の「母体保護法指定医師の指定基準

モデル」の改定が行われたことから、本会の指定

基準及び細則について改定を行った。改定点は、

指定医研修機関を補完する連携施設の登録制度を

創設したことである。

１　日本医師会会内委員会員の推薦について
　中国四国ブロック当番県の島根県医師会より標

記委員の推薦依頼があり、本県希望の 4 委員会（社

会保険診療報酬検討、医事法関係検討、勤務医、

地域包括ケア推進）及び委員候補者を決定した。

２　「地域医療構想アドバイザー」の推薦について
　厚生労働省では地域医療構想の達成に向けて、

地域医療構想調整会議の充実と強化を目的に、各

構想区域の実情に応じたデータの整理や論点の

提示等の地域医療構想調整会議の事務局が担うべ

き機能を補完する観点から、地元に密着した「地

域医療構想アドバイザー」の養成を進めることと

なった。山口県医療政策課より候補者推薦の依頼

があり、前川常任理事を推薦することが決定した。

理 事 会

－第 9 回－

7 月 19 日　午後 4 時 30 分～ 5 時 27 分

河村会長、林・今村両副会長、加藤専務理事、

萬・藤本・沖中・中村・清水・前川各常任理事、

白澤・山下・伊藤・吉水・郷良・河村・長谷

川各理事、藤野・篠原・岡田各監事

協議事項

人事事項



平成 30年 9月 山口県医師会報 第1897 号

821

１　第 1 回禁煙推進委員会（7 月 5 日）
　本委員会のこれまでの活動を踏まえて、市民向

け禁煙フォーラムの開催等、今後の活動方針につ

いて協議を行った。（藤本）

２　社保・国保審査委員連絡委員会（7 月 5 日）
　4 項目の議題について協議を行った。協議結果

は本号ブルーページに掲載。（萬）

３　山口県学校保健連合会理事会（7 月 5 日）
　役員の選任、平成 29 年度事業報告・決算報告、

平成 30 年度事業計画・予算案について審議した。

（河村会長）

４　第 2 回生涯教育委員会（7 月 7 日）
　2019 年度の生涯研修セミナーの企画について

協議を行った。（加藤）

５　社会保険診療報酬支払基金山口支部幹事会
（7 月 11 日）

　平成 29 年度診療報酬等確定状況・審査状況・

特別審査委員会の取扱状況等について報告が行わ

れた。（河村会長）

６　有床診療所部会第 1 回役員会（7 月 12 日）
　山口県医療政策課より「病床設置届出診療所に

係る取扱要領」の改正について説明後、本会引受

けの第 31 回全国有床診療所連絡協議会総会「山

口大会」の準備状況、大会の平成 30 年度有床診

療所部会総会の運営等について協議を行った。

（前川）

７　健康スポーツ医学委員会（7 月 12 日）
　平成 30 年度の事業計画・予算の概要を説明後、

平成31年度の事業について協議を行った。（藤本）

８　第 1 回山口県糖尿病対策推進委員会
（7 月 12 日）

　平成 29 年度の事業報告後、平成 30 年度の会

議日程、講習会、やまぐち糖尿病療養指導士の資

格更新単位等について協議を行った。また、山口

県医務保険課より「糖尿病性腎症重症化予防プロ

グラムについて」、山口県後期高齢者広域連合よ

り「後期高齢者に対する糖尿病性腎症重症化予防

の取組みについて」の事業協力への依頼が行われ

た。（藤本）

９　新規第 1 号会員研修会（7 月 12 日）
　①本会組織の事業概要・会員福祉事業、②診療

情報の提供並びに医事紛争対策、③医療保険につ

いて説明を行った。（林）

10　社会保険医療担当者集団指導（7 月 12 日）
　中国四国厚生局及び山口県の共同による各種集

団指導と併せて、本会が実施する全医療機関を対

象とする集団指導（隔年出席制）を山口市で開催

し、立会を行った。 （萬）

１　山口県国民健康保険団体連合会第 1 回理事
会について（7 月 17 日）
　7 月 31 日開催の通常総会に提出する平成 29

年度事業報告及び決算等についての協議並びに福

祉医療費審査支払い業務に係る取組み等の情勢報

告が行われた。（河村理事長）

理 事 会

医師国保理事会　－第 7回－

報告事項
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理 事 会

１　第 1 回都道府県医師会長協議会の議題につ
いて
　9 月 18 日に開催される標記協議会の議題につ

いて検討し、次回理事会で具体的な内容について

協議することが決定した。

２　平成 30 年度中国四国医師会連合各種分科会
の議題回答について
　各分科会（①医療保険・医療政策、②介護保険、

③地域医療・医療環境）の発言予定者より、回答

案の趣旨等について説明を行い、承認された。

３　郡市医師会役員との懇談会について
　従前より、役員改選年度に会長交代のあった郡

市医師会との懇談会を行っているが、今年度は、

熊毛郡、宇部市、萩市、柳井、美祢市、山口大学

を実施することとし、本会からの議題は、①組織

強化（医師会員の加入促進）、②オレンジドクター

（もの忘れ・認知症相談医）制度とすることが決

定した。

４　平成 31 年度広域予防接種における個別接種
の標準料金（案）について
　来年度の標準料金は、①診療報酬改定反映分は

変更なし、②成人用肺炎球菌及びＢ型肝炎のワク

チン単価の変更、③ 2019 年 10 月からの消費税

増税分の対応、について変更する案が承認され、

各市町へ提案することが決定した。

５　平成 31 年度妊婦・乳幼児健康診査の参考単
価（案）について
　妊婦健康診査、乳幼児健康診査ともに来年度の

参考単価は、診療報酬改定分を反映する案が承認

され、各市町へ提案することが決定した。

６　第 24 回全国中途失聴者 ･ 難聴者福祉大会 in
やまぐち（幕末 ISHIN）の後援について
　難聴者・中途失聴者への理解を深め、社会的自

立の促進、難聴者等に対する社会一般の理解を深

めるため、「維新発祥の地 海峡の風にのせて～つ

なごう聴こえの架け橋を～」をテーマに、11 月

24 ～ 26 日に下関市において開催される標記全

国大会の後援依頼があり、承諾することが決定し

た。

１　郡市医師会役員交代に伴う会内委員会・部会
委員の交代について
　地域医療計画委員会、学校医部会、産業医部会

について、新委員が承認された。

２　日本医師会会内委員会委員について
　中国四国ブロック当番県より、日医の学校保健

委員会、母子保健検討委員会、社会保険診療報酬

検討委員会、医事法関係検討委員会の委員を山口

県選出とし、日医へ推薦する旨の通知があり報告

が行われた。

１　労災診療費算定基準の改定に伴う説明会
（7 月 19 日）

　算定基準の改定に伴い開催された説明会におい

て山口労働局より依頼があり来賓として開会挨拶

を行った。（萬）

－第 10 回－

8 月 9 日　午後 5 時～ 7 時 21 分

河村会長、林・今村両副会長、加藤専務理事、

萬・藤本・沖中・中村・清水・前川各常任理事、

白澤・山下・伊藤・吉水・郷良・河村・長谷

川各理事、藤野・篠原・岡田各監事

協議事項

人事事項

報告事項
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理 事 会

２　山口県地域両立支援推進チーム第 2 回会議
（7 月 19 日）

　構成員である関係機関より、治療と仕事の両立

支援への取組状況及び計画を報告後、「治療と仕

事の両立支援連絡帳」の作成について協議を行っ

た。（中村）

３　山口県男女共同参画推進連携会議（7 月 20 日）
　副会長の選出後、女性の労働力率を用いた女性

の活躍推進状況、本会議の主な事業内容等につい

て報告が行われた。（今村）

４　日医生涯教育協力講座 ｢ これからの高尿酸血
症 ･ 痛風の治療戦略 ｣（7 月 21 日）
　東京女子医科大学膠原病リウマチ痛風センター

の山中 寿 教授による「高尿酸血症・痛風の病態

と治療」、鳥取大学大学院医学系研究科再生医療

学分野の久留一郎 教授による「高尿酸血症と心

血管疾患」、帝京平成大学の内田俊也 教授による

「高尿酸血症と CKD ～最新知見から～」の講演 3

題が行われた。参加者 56 名。（加藤）

５　勤務医部会理事会（7 月 22 日）
　郡市医師会勤務医理事と本部会企画委員会との

懇談会、市民公開講座、座談会、シンポジウム等、

今年度の事業について協議を行った。（中村）

６　日本医師会監事会（7 月 24 日）
　会計の収支報告と医師年金の報告を受けた。

（河村会長）

７　日本医師会第 5 回理事会（7 月 24 日）
　日本専門医機構第 1 回理事会、文部科学省科

学技術・学術審議会生命倫理・安全部会等の会

議報告、第 1 回都道府県医師会長協議会の開催、

2018 年度情報通信訓練 / 衛星利用実証実験南海

トラフ大地震想定訓練等について協議を行った。

（河村会長）

８　中国地方社会保険医療協議会山口部会
（7 月 25 日）

　医科の新規指定はなかった。（河村会長）

９　医事案件調査専門委員会（7 月 26 日）
　病院 1 件、診療所 3 件の事案について審議を

行った。（林）

10　新規個別指導・個別指導「診療所」（7 月 26 日）
　新規個別指導 5 機関、個別指導 5 機関につい

て実施され立ち会った。（萬、清水、郷良、伊藤）

11　健康やまぐち 21「歯科保健分科会」
（7 月 26 日）

　「やまぐち歯・口腔の健康づくり推進計画」中

間評価（最終案）等について協議を行った。（藤本）

12 　第 97 回山口県医療審議会医療法人部会
（7 月 27 日）

　医療法人の設立認可 1 件、解散認可 5 件、合

併認可 2 件の審議後、医療法人設立登記等完了

状況について報告が行われた。（河村会長）

13　第 31 回全国有床診療所連絡協議会総会「山
口大会」（7 月 28･29 日）
　「有床診療所に明るい未来を！～国策に呼応す

る有床診療所の必要性～」をメインテーマに本会

引受けにより開催した。第 1 日目は、「平成 30

年度診療報酬改定と有床診療所」ほか 2 題の講演、

第 2 日目は、横倉義武 日本医師会長による特別

講演「日本医師会が進めるべき医療政策」及び

メインテーマによるシンポジウムを行った。台風

12 号の接近により、「若手医師の会」は中止となっ

たが、約 260 名の出席者があった。（前川）

14　第 1 回山口県周産期医療協議会（7 月 30 日）
　母体・新生児搬送基準（案）、新生児用ドクター

カーの整備、周産期医療調査等について協議を
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行った。（藤野）

15　第 1 回山口県医療対策協議会 (7 月 31 日 )
　医療法及び医師法の一部を改正する法律につい

て協議が行われた。（河村会長）

16　第 1 回育児支援 WG・保育サポーターバン
ク運営委員会合同委員会（7 月 31 日）
　サポーター研修会、サポーター通信、保育サポー

ターの活動状況等について協議を行った。（今村）

17　第 1 回自賠責医療委員会・第 87 回山口県自
動車保険医療連絡協議会（8 月 2 日）
　委員会では、中村克巳 委員長を選出後、個々

のトラブル事例、自賠責保険に関する研修会等に

ついて協議を行った。協議会では、交通事故医療

における診断書・診療報酬明細書取付用の同意書

について、医療機関から患者へ提出依頼する方法

等について、損保 10 社及び料率算出機構と協議

を行った。（萬）

18　広報委員会（8 月 2 日）
　会報主要記事掲載予定（9 ～ 11 月号）、炉辺

談話の投稿規程、県民公開講座、本会のシンボル

キャラクター等について協議した。（今村）

19　山口県立大学理事長との面談（8 月 2 日）
　前川剛志 理事長へ看護教員養成講習会につい

て、定期的な開催、e ラーニングの導入、単位制

導入等について要望を行った。教員等と協議し、

8 月中に回答をいただける予定。（沖中）

20　社会保険医療担当者集団指導 ｢ 周南市 ｣
（8 月 2 日）

　中国四国厚生局及び山口県の共同による各種集

団指導と併せて、山口県医師会が実施する全医療

機関を対象とする集団指導（隔年出席制）を周南

市で開催し、立会を行った。 （清水）

21　山口県動物由来感染症情報関連体制整備検
討会第 1 回会合（8 月 2 日）
　調 恒明 環境保健センター所長を座長に選出

後、平成30年度事業実施計画について協議を行っ

た。（今村）

22　勤務医部会 医師事務作業補助者連絡協議会
（8 月 4 日）

　平成 30 年度は、10 月 27 日に電子カルテ・紙

カルテの書き方に関する講演会、平成 31 年 2 月

23 日にグループワークを開催することが決定し

た。（中村）

23　警察医会第 2 回役員会 ･ 総会 ･ 第 23 回研修会
（8 月 4 日）

　役員会は、都道府県医師会「警察活動に協力す

る医師の部会（仮称）」連絡協議会・学術大会の

報告、総会、研修会等について協議を行った。総

会は、平成 29 年度事業報告、平成 30 年度事業

計画、警察医会役員の交代について審議した。研

修会は、東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究

科医学分野の上村公一 教授による講演「最近の

薬物事例、死後の生化学検査」を行った。（前川）

24　かかりつけ医認知症対応力向上研修会
（8 月 5 日）

　4 人の講師により、かかりつけ医の役割・診断・

治療・連携と制度の講習及び症例検討（ワーク

ショップ）を開催し、受講修了者に修了証を授与

し閉会した。山口グランドホテルで開催。受講者

154 名。（清水）

25　山口県立病院機構第 26 回評価委員会
（8 月 6 日）

　法人の平成 29 年度における業務の実績に関す

る評価、第 2 期中期目標期間の終了時に見込ま

れる中期目標期間における業務の実績に関する評

価等について審議した。（河村会長）

理 事 会
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26  第 1 回やまぐち 2020 オリンピック ･ パラリン
ピック等推進会議（8 月 6 日）
　東京オリンピックの聖火リレーをはじめ、東京

2020 オリンピック・パラリンピック等の世界大

会を契機として、山口県のスポーツを通じた交流

人口の拡大・地域の活性化に向けた施策を推進す

るため、知事を会長として、市町、スポーツ関係

団体、学校、企業等幅広い分野の代表者を構成員

に標記推進会議が設置され、東京オリンピック聖

火リレーの概要について協議が行われた。

（事務局長）

27　社会保険診療報酬支払基金山口支部幹事会
（8 月 8 日）

　役員の選任（案）、平成 29 事業年度後期高齢

者医療等特別会計の決算の承認、監事意見に対す

る取組みの進捗状況等について報告が行われた。

（河村会長）

28　会員の入退会異動
　入会 8 件、退会 16 件、異動 7 件。（8 月 1 日

現 在 会 員 数：1 号 1,279 名、2 号 873 名、3 号

449 名、合計 2,601 名）

1　中国四国医師国保組合連絡協議会について
（7 月 21 日）

　徳島県医師国保組合の担当で開催され、代表者

会議では、全体会議の運営等について協議を行っ

た。全体会議では、平成 29 年度事業報告・決算

報告承認後、「国庫補助金削減への対応及び医師

国保組合の将来について」（全医連 近藤邦夫 副

会長）の基調講演や各県から提出された議題につ

いて協議を行った。（河村理事長、清水）

理 事 会

医師国保理事会　－第 8回－

　第 9 回、第 10 回理事会の開催日はともに猛暑であった。山口市外から

出席の理事の第一声は「山口は暑い！」。確かに第 9 回理事会の日は山口市

の最高温度は 38.7 度で「この夏最高温度」とされていたが、一週間以内に

38.8 度まで上昇し呆気なく記録は更新された。

　さて、今月から新たな試みとして、理事会報告事項の中から、なるべく

会報報告と重複しないようにお伝えしたい項目を選び紹介することにする。

　１　有床診療所について

　　　有床診療所は、約 7,600 施設、約 10 万病床で 20 年前の半分以下に減少しており、今後の地域

　　医療に重大な影響が考えられる。

　　（1）山口県の有床診療所に関連した要領の改正

　　　医療法施行規則の改正（地域包括ケアシステムを推進する上で、有床診療所の役割が一層期待さ

　　れるという観点から）を受けたもの。要領の改正として、届出区分は地域包括ケアシステムの構築

　　のために必要な診療所とし、対象病床には一般病床だけではなく療養病床が追加され、保健医療計

役員会議室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から
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　　画への記載は不要、などである。

　　（2）認定医療法人制度

　　　「持分あり」の継続でも、「持分なし」に移行しても円滑な事業承継が基本。

　　　「持分あり」のままの承継では、相続・承継について中長期的な対策や準備、「持分なし」に移行

　　しての承継については、出資者間の合意形成、放棄するか基金にするかの検討、認定医療法人制度

　　を活用するか否かの検討が必要。

　　　（第 31 回全国有床診療所連絡協議会総会「山口大会」での今村 聡 日本医師会副会長の講演より）

　

　２　医療法及び医師法の一部を改正（2019 年 4 月 1 日施行、一部は 2020 年 4 月 1 日施行）する法

　　律について

　　　改正の趣旨は、地域医療体制を確保するため、医療計画において医師確保に関する事項の策定、

　　臨床研修病院の指定権限及び研修医定員の決定権限の都道府県への移譲等の措置を講ずるとされて

　　いる。

　　（1）医師少数区域等で勤務した医師を評価する制度の創設

　　（2）都道府県における医師確保対策の実施体制の強化

　　（3）医師養成過程を通じた医師確保対策の充実

　　（4）地域の外来医療機能の偏在・不足等への対応

　　（5）その他

　　　　　地域医療構想の達成を図るための医療機関の開設や増床に係る都道府県知事の権限の追加 等

　３　その他

　　①平成 31 年度に新生児用ドクターカーを山口大学にて整備・運営

　　　（山口県の 20 ～ 39 歳女子人口の割合が全国に比べてかなり低く、出生数は最近 40 年で半減）

　　②緩和ケア研修会は新たに e-learning が導入され、2 年以内に集合研修を受講という仕組みになり

　　　集合研修時間が短縮（各分野の研修に e-learning が導入され、効率よい資格取得が可能となる）

　朝夕の涼しさが秋の訪れを感じるようになってきた。今年の夏は、スポーツ音痴の私もなぜか高校野

球にはまった。第 100 回ということもさることながら、下関国際高校の健闘ぶりに一気に県民愛が目覚

めた。本人にも信じられないようなミラクルが起こり、感動、感涙する球児の姿に魅了され続けた。感謝！

自動車保険・火災保険・積立保険・交通事故傷害

保険・医師賠償責任保険・所得補償保険・傷害保険ほか

損害保険ジャパン日本興亜株式会社  代理店
共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社  代理店



平成 30年 9月 山口県医師会報 第1897 号

827



平成 30年 9月 山口県医師会報 第1897 号

828

　梅雨の合間の平成 30 年 6 月 24 日の早朝に家

内とともに大分県臼杵市に出発した。空は雲が多

かったが出発後には時々、日がさしてくれた。恩

師の北里大学名誉教授の岡部治弥 先生が亡くな

られて１年が経つ。医局主催のお別れの会に出席

できなかったので、先生の故郷の臼杵市にお墓参

りに出かけた。九州自動車道とは異なり車数も少

なく、朝、早いため快適なドライブであった。田

舎の雰囲気を多く残した風景を楽しみながら南下

した。わが家を出発して３時間で臼杵市に到着し

た。ナビでお寺を探し誘導してもらったが、なか

なか到着できず、ようやくたどり着いた感であっ

た。お寺は静かで伝統を感じさせ静寂な佇まいで

あった。お祈りを捧げ今までのご恩に感謝を捧げ

た。

　近くに国宝の石仏があるとのことで帰りに立ち

寄った。有名であるらしく、多くの観光客が訪れ

ていた。静かで新緑が大変美しい中に、巨大な石

仏が彫られていた。お参りしながら、恩師も幼少

時に着物姿でお参りされ、近くの山や川で遊ばれ

たのだろうと想像すると目頭が熱くなった。

　

　レジデント時代の症例検討会のとき、恩師が

「診断することはシャーロック・ホームズの推理

小説と同じだ」と言われた。一つ一つの証拠を固

め犯人を検挙していくが如くに私達はいろいろな

症状、検査成績から診断名を確定していくのだと

お話された。このお話は他の会報に書いたことが

ある。元々、推理小説が好きだった私は輪をかけ

て好きになった。勤務医は当直が義務になる。卒

後研修の武蔵野赤十字病院での当直も大変であっ

た。就職した山口赤十字病院も、夜も患者さんを

診てくれるということで夜間も忙しかった。二次

病院になってからは、さらに忙しくなった。睡眠

をとることができれば僥倖であった。どうせ寝れ

ないのなら本でも読むかということで、当直日に

は推理小説か時代劇小説の文庫本がお供した。寝

ながら読むには、ぶ厚い本は向いていない。推理

小説であれ時代劇小説であれ、読後に幸せ感や爽

やか感があるとその作家はベストセラーの作家に

なれるようだ。さらに、人の情が冬空に輝く星の

ようにきらきらと書きこまれているともう間違い

ない。時代劇小説では佐伯泰英 氏の時代劇小説

の第一作目の「密命 見参！寒月霞斬り」、推理小

説では先日亡くなられた内田康夫 氏の「死者の

木霊」がそうであった。二作とも書店でぱらぱら

とめくりプロローグの部を読むと、面白いという

予感が湧いてきた。早速、購入し読んでいくと期

待にたがわないことがわかった。その後のお二人

の活躍は素晴らしいものである。

　推理小説は、読みながら犯人を捜していくのが

楽しい。それに比較して時代劇小説は人情の機微

を読み取ることと、それがいかに表現されている

かを確かめることが私にとっては楽しみである。

　今までに読んだ作家の中で印象に残っている

方々は、前述のお二人以外で推理小説では高木彬

光、松本清張、西村京太郎、森村誠一、小杉健治、

佐々木 譲、堂場舜一の諸氏である。時代劇小説

は池波正太郎、藤沢周平、鳥羽 亮（最近は少し

々飄
広 報 委 員

渡邉　惠幸

緑風
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マンネリの感）、小杉健治、岡本さとる（テレビ

の水戸黄門の脚本家）、最近では辻堂 魁 氏であ

る。現在、辻堂氏はまさにベストセラー作家の階

段を駆け上っておられる。池波氏は人情にあふれ

た作品で豪快な剣戟シーンの中に人の優しさ、弱

さがしっとりと描かれている。藤沢氏は研ぎ澄ま

された文章が大事に書かれており、無駄のない

清々しい文章である。

　最近の本探しは、新聞の広告からあたりをつけ、

書店で最初の部分を読んでみる。面白そうであれ

ば、購入するパターンである。

　このような文章を書いていると、天国から「君

は専門書も読んでいるのか」という恩師の声が聞

こえてきそうだ。医師は一生、勉強だといわれる。

最近は小さい字が見えない。さらに眼底にも年齢

的な変化が現れてきた。困ったものである。それ

でも、月刊誌の購入と医学専門書店さんが月に１

回、新刊の本を持ってこられる。興味ある本を購

入している。

　山口市には医学専門書店がない。そのため上京

した折には、東京駅の近くにある「丸善」にて書

籍と文房具をみてまわる。ついでながら、上京す

る際は新幹線を利用することが多いが、その際に

は文庫本１冊を鞄に入れていく。途中、振動の心

地よさに居眠りをし、眼が覚めている時は読書で

ある。

　お墓参りの時は木々の緑色が濃い緑に変化して

いた。淡い時を含め緑色は人の心を癒してくれる。

この次は蓮華の花咲く４月か錦秋の秋に訪問しよ

うと心に決め、リフレッシュした気持ちで、緑の

風が心地よく吹きぬける豊後の国を後にした。

死体検案数掲載について

死体検案数と死亡種別（平成 30 年 7 月分）

山口県警察管内発生の死体検案数

自殺 病死 他殺 他過失 自過失 災害 その他 合計

Jul-18 18 125 0 0 6 3 15 167

18

125

自殺

0
0

6 3

15

病死

他殺

他過失

自過失

災害

その他
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医療施設の物件紹介について

住　所　　〒 755-0004　宇部市草江 2 丁目 1-45
建　物　　鉄骨造アルミニウム板葺平家建
　　　　　　土　地　　747.10m2

　　　　　　　　　　 建　物　　334.59m2

　　　　　　　　　　 駐車場　　12 台分（近くに従業員用駐車場あり ( 賃貸 )）
※ 隣が公園のため明るく広々とした感じ
※ 院長体調不良により廃業、売却希望
　 詳細につきましては石川（090-6438-2987）までお問い合わせください。

至
西
岐
波

空
港
へ

〒ほっともっと

則貞公園
則
貞
バ
ス
停

やよい軒

セブン 至 宇部市野球場

ココ

190

毎月勤労統計調査（第二種事業所）について

　労働者の雇用、賃金及び労働時間の変動を明らかにする目的で、厚生労働省により
「毎月勤労統計調査」（統計法に基づく基幹統計調査）が実施されます。今般は無作為
に選んだ常用労働者を 5 ～ 29 人雇用している事業所が対象です。統計調査員による
事業所への訪問時期は平成 31 年 1 月で、調査の対象となる地区は下関市、宇部市、
山口市、防府市、下松市、岩国市、周南市、山陽小野田市となっております。
　お問い合わせは山口県総合企画部統計分析課 商工労働統計班まで。

（TEL：083-933-2654）
　
　　厚労省 HP　http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/30-1.html
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第 117 回 山口県臨床整形外科医会教育研修会

と　き　平成 30 年 10 月 20 日（土）
ところ　山口グランドホテル 3 階「末広の間」
　　　　　山口市小郡黄金町 1-1　　TEL：083-972-7777

特別講演Ⅰ　18：30 ～ 19：30
座長：医療法人こうえい会香田整形外科医院院長　香田　和宏

　骨吸収抑制薬関連顎骨壊死の現状と
　　　予防に関する山口県内での取り組み
　　　　　　　　独立行政法人地域医療機能推進機構徳山中央病院　　　　　　　

　　　　　歯科口腔外科主任部長　村木　祐孝

特別講演Ⅱ　19：30 ～ 20：30
座長：かわかみ整形外科小児科クリニック院長　川上不二夫

　スポーツやリハビリを含めた運動と栄養を柱に
　　　　　　　骨粗鬆症をいかに予防・治療するか　

医療法人沖本クリニック院長　沖本　信和

単　位
・日本整形外科学会教育研修 2 単位（1 単位　1,000 円）
　　特別講演Ⅰ　【14-4】保険医療講習会、臨床研究 / 臨床試験講習会、医療事故
　　　　　　　　検討会、医療法制講習会
　　特別講演Ⅱ　【1】整形外科基礎科学 【4】代謝性骨疾患（骨粗鬆症を含む） 
　　　　　　　　【S】スポーツ

・日本運動器科学会セラピスト資格継続単位 2 単位

・日本医師会生涯教育制度 2 単位
　   特別講演Ⅰ　CC11（予防と保健）、CC12（地域医療）
　   特別講演Ⅱ　CC19（身体機能の低下）、CC77（骨粗鬆症）

主　催　山口県臨床整形外科医会　ほか

お問い合わせ先　香田整形外科医院（香田）
　　　　　　　　　　TEL：0834-21-8188
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第 31 回山口県国保地域医療学会

メインテーマ「国保新時代への立ち位置  ―  継続的な医療・介護・福祉・保健の提供  ―」

と　　　き　　平成 30 年 10 月 27 日（土）　9：30 ～ 15：30
と　こ　ろ　　国保会館 4 階 大会議室＜山口県国民健康保険団体連合会＞
　　　　　　　　山口市朝田 1980 番地 7

学　会　長　　村上　哲朗（周防大島町立東和病院院長）
実行委員長　　吉富　崇浩（下関市立豊田中央病院院長）

プログラム
 　 9：30 ～   9：40　開会式
　  9：40 ～ 11：40　研究発表
　11：40 ～ 12：40　昼食・休憩
　12：40 ～ 13：40　特別講演　
                      地域医療を守るために　～小豆医療圏公立病院再編～

小豆島中央病院企業団企業長　佐藤　清人
　13：40 ～ 13：50　休憩
　13：50 ～ 15：20　パネルディスカッション
　　　　　　国保新時代への立ち位置 －継続的な医療・介護・福祉・保健の提供－

司会者　　下関市立豊田中央病院院長　吉富　崇浩
周防大島町立東和病院事務長　三浦　智明

助言者　小豆島中央病院企業団企業長　佐藤　清人
山口県健康福祉部審議監　喜多　洋輔

発言者　４名

主　　　催　　山口県国民健康保険診療施設協議会
　　　　　　　山口県国民健康保険団体連合会

後　　　援　　山口県、山口大学医学部、山口県医師会ほか

単　　　位　　日本医師会生涯教育制度：4.5 単位
　　　　　　　　研究発表　CC10（チーム医療）：2 単位
　　　　　　　　特別講演　CC12（地域医療）：1 単位
　　　　　　　　パネルディスカッション
　　　　　　　　　　　　　CC13（医療と介護および福祉の連携）：1.5 単位

学会事務局　　山口県国民健康保険団体連合会（保健事業課 保険者支援班）
　　　　　　　　TEL：083-925-2033
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日医 FAX ニュース

2018 年（平成 30 年） 8 月 28 日　2723 号
■　働き方改革、先進的医療機関に補助

■　「がんゲノム医療拠点病院」新設

■　介護給付費 9.2 兆円、要介護者 632 万人に

■　アレルギー疾患 10 カ年戦略で骨子案

■　民間医師月給 92 万円に下落、時間外も減

2018 年（平成 30 年） 8 月 24 日　2722 号
■　消費税補填率問題、消費税分科会で究明

■　適応別価格算出、加重平均値に賛意

■　さらなる女性医師支援へ、協議会開催

■　原薬含めたトレーサビリティー制度を

■　医療扶助は原則後発品、意見募集

2018 年（平成 30 年） 8 月 21 日　2721 号
■　新グランドデザイン、今秋に概要版

■　医療広告 GL で Q&A、記事風も広告

■　麻疹等特定感染症予防指針でパブコメ

■　風疹の届け出数増加で注意喚起

■　健康被害救済制度の取り組み確認

■　院内感染防止体制の徹底を

2018 年（平成 30 年） 8 月 10 日　2720 号
■　「患者向け文書」のひな型を公開へ

■　医道審に「新部会」設置

■　病院の半数が労基法 41 条に対応できず

■　「ACP 愛称選定委員会」を設置

2018 年（平成 30 年） 8 月 7 日　2719 号　
■　「健康立国宣言」の推進へ協力要請

■　東京医科大の女子一律減点、大変遺憾

■　専攻医シーリング、東京は５％減で調整

■　PPI スイッチ化は「否」

2018 年（平成 30 年） 8 月 3 日　2718 号
■　消費税補填率データ誤り「大変な怒り」

■　准看護師課程の入学者、大幅な定員割れ

■　受動喫煙防止対策の必要性をアピール

■　がん診療連携拠点等「新整備指針」通知

■　16 年度特定健診実施率 1.3 ポイント上昇

2018 年（平成 30 年） 7 月 31 日　2717 号　
■　働き方改革で加藤厚労相と会談

■　電子カルテの標準化「国が推進を」

■　病院の補填不足額「４年間で約 888 億円」

■　要件離脱の採用で「補助金減額の検討」

2018 年（平成 30 年） 7 月 27 日　2716 号　
■　日医役員就任披露パーティー盛大に

■　消費税補填率修正、診療側が批判

■　薬機法改正に向け論点整理、２巡目へ

■　HPV ワクチン、アンケート調査で評価
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　今年の夏も自然の怖さを思い知らされた。異常気象による集中豪雨が甚大な被害をもたらし、

その後は「命に関わる危険な暑さ」が連日トップニュースとして繰り返される猛暑が続いた。「命

に関わる危険な暑さ」による代表的な疾患は熱中症である。中でも高齢者と子どもはその危険が

高く、危険回避のためにはエアコンが必須であろう。平成 29 年度の文部科学省による空調（冷

房）設置についての調査結果では、全国の公立小中学校における普通教室・特別教室での設置率

は 41.7％で、自治体での差が顕著（0 ～ 100％）であり、かつ暑い地域の設置率が必ずしも高

くはなかった。因みに山口県の公立小中学校でのエアコン設置率は 20％未満で、全国的にもか

なり低い。設置の有無は市区町村自治体の判断に委ねられており、未設置の主な理由が財政負担

であろうことは容易に想像できる。市区町村のみに判断を委ねるような状況では、もはや解決は

困難であり、国や都道府県が更なる対策をすべきであろう。国や県への要望には県医師会の出番

もあるが、市町と関係が深い郡市医師会や学校医からの助言・提言が効果的かもしれない。この

拙文を読まれる頃には秋を感じられていることを願うが、「命に関わる危険な暑さ」の夏（春～秋）

に備えて小中学校のエアコン設置率を 100％にすることを急ぎたい。　

　（副会長　今村　孝子）

編集
後記

謹 弔
次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。

和　田　鵬　亮　　 氏　　下関市医師会　 7 月 16 日　享　年　90

木　下　敬　介　　 氏　　長門市医師会　 8 月   4 日　享　年　76

三　浦　正　伍　　 氏　　徳　山医師会　 8 月   6 日　享　年　90

谷　本　欣　徳　　 氏　　山口市医師会　 8 月 17 日　享　年　71
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